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10月3日～6日の4日間、DPUB2チームはダルハン

オール県（以下、ダルハン県）へ出張し、民間企

業、NGO、行政機関の約60名の参加者を対象とする

「ジョブコーチ入門・企業啓発セミナー」を開催し

ました。10月3日、ダルハン県に到着した同チーム

は労働社会福祉サービス局のエンフボルド局長を表

敬訪問し、県内の障害者就労の現状と課題について

聴き取りを行いました。そして、翌日10月4日・5日

の 2日間、「ジョブコーチ入門・企業啓発セミ

ナー」を開催し、「障害の社会モデル」、「ジョブ

コーチの役割と基本プロセス」「ジョブコーチ就労

支援サービスの利用方法」、「モンゴルにおける障

害者就労支援制度」、「モンゴルにおける障害者の

雇用事例とインクルーシブな職場環境整備の方法」の講義を行いました。 

県内で活発な活動をしている車いす協会や視覚障害者団体、聴覚障害者団体、障害児親の会からの

参加者は、県内でより多くの障害者が雇用されるよう、企業啓発活動を継続するとともに、将来ジョ

ブコーチとしても活動していきたいと意欲を語ってくれました。次回はドンドゴビ県において開催予

定です。 

1．初の地方セミナー開催！ 

ダルハンオール県でジョブコーチ入門・企業啓発セミナーを実施しました 

 DPUB2チームはダルハン県出張時、労働社会福祉サービス局

の受付で働く車いす利用者のプレブフーさんと知り合いまし

た。プレブフーさんはもともと公務員として働いていました

が、約12年前交通事故で脊髄を損傷し、車いす利用者となった

そうです。2021年5月から同サービス局に採用され、受付で来

客者への情報提供や局内の合理的配慮を図る障害当事者専門家

として勤務しています。彼のデスクにはコピー機がおいてあ

り、来客者への紙面での情報提供も非常にスムーズです。また

聴覚障害のある利用者が来た際は、プレブフーさんがUB市の手

話通訳オペレーターと繋ぎ、ビデオリレーサービスの提供も

行っています。同局にはアクセシブルなトイレやスロープも整

備されており、プレブフーさんはもちろんのこと、来客者も利

用できます。プロジェクトが行ったインタビューから、プレブ

フーさんが職場環境に満足していること、そして、同僚やエン

フボルド局長が彼の助言を尊重して、局内の環境整備を積極的

に進めていることが分かりました。 

 セミナー集合写真  

プレブフーさんとエンフボルド局長 
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プレブフーさんのご紹介 
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 dpub.jica@gmail.com 

 
https://www.jica.go.jp/project/mongolian/mongolia/030/index.html 

 

 

https://www.facebook.com/jicadpub1and2  

 

3．第3回民間企業に対する障害者雇用促進セミナーを開催 

  

 DPUB2は、10月13日に

「第3回民間企業に対する

障害者雇用促進セミナー」

を日本モンゴルセンターで

実施しました。モンゴル民

間企業25社から29名が参加

し、障害者雇用の現状や課

題、障害者雇用に対する政

府支援、雇用方法、優良事

例の紹介、企業の役割と責

任などを伝え、企業・政

府・NGOが連携して障害者

雇用を促進する体制構築に

ついて協議しました。 

本年4月に日本から企業啓

発のJICA専門家3名（株式

会社ミライロ）がモンゴルを訪問し、第1回企業啓発セミナーと企業啓発人材育成研修を実

施しました。その時は、JICA専門家が講義し企業啓発セミナーを行いました。今回は、4月

の研修に参加したモンゴル人が講師を務め、名称も「民間企業に対する障害者雇用促進セミ

ナー」と変更して実施されました。 

 

 講師を担ったバトチメグさんは

「モンゴルで障害者雇用を促進する

ための基礎項目」の講義で、障害の

社会モデルを伝えるとともに、モン

ゴルの障害者雇用の現状と課題、障

害種別ごとの特性について説明しま

した。次いでムンフトゥールさんは

「職場の意識向上に向けた取り組

み」と題し、モンゴル障害者雇用の

優良事例、合理的配慮の提供方法と

インクルーシブな職場環境整備の方

法を伝えました。 

 午後はJICA専門家が「国際事例の

紹介」を行い、特に障害者雇用にお

ける世界の潮流について講義しまし

た。最後にオドバルさんが「障害者雇用促進に対する行政支援の民間企業の責務」について

講義し、特に労働法144条にある障害者の法定雇用率と納付金について説明しました。 

セミナーのまとめとして、ジョブコーチ就労支援サービスを紹介し、本サービスを通して

企業と連携しながら障害者雇用を進めることで同意が得られました。DPUB2は、今後も企業

連携に努め、障害者雇用の促進に取組んで行きたいと考えており、企業も感謝の意を表明し

ました。  

JICA専門家が自己紹介をしている様子  

 障害の社会モデルの演習に参加する研修生 

The Ministry of Labor and Social Protection, 4th khoroo, Chingeltei district, United Nation’s street-5, 

Ulaanbaatar 15160, Mongolia 

DPUB2  

モンゴル国 

障害者就労支援制度

構築プロジェクト 

https://www.jica.go.jp/project/mongolia/030/index.html 


